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思いをカタチに

令和３年度郡市書写作品展の審査が行われました。

２学期に校内に掲示いたしますので、機会を見つけ

て是非ご覧ください。

【硬筆の部 優秀賞】

１年 安倍 ／ 小坂 ／ 今野

今野 ／ 直井

２年 阿部 ／ 今野 ／ 髙橋

遠山 ／ 松井

【毛筆の部 金賞】

３年 稲富

４年 小坂 （全県席書大会 特選）

小沼 ／ 佐藤

５年 佐藤 ／ 佐藤 ／ 鈴木

６年 佐藤

【毛筆の部 銀賞】

３年 齋藤 ／ 佐藤 ／ 髙橋

４年 大友 ／ 遠山

５年 安倍 ／ 稲富 ／ 小沼

畑山

６年 安倍 ／ 齋藤 ／ 柴田

高橋 ／ 武田 ／ 原田

【毛筆の部 銅賞】

３年 柴田 ／ 柴田 ／ 長谷山

４年 佐藤 ／ 高橋 ／ 三浦

５年 真坂 ／ 宮田

６年 稲富 ／ 白鳥

＊県特選の小坂さんの作品は、８／５（木）～１１

日（水）の間湯沢市役所１階ロビーに午前９時から

午後５時（最終日午後３時）に展示されます！

７月１６日（金）は、夢キラの中間発表会でした。

体育館の室温が３２度近くまで上がる中でしたが、

３年生以上は「伝統芸能の大切さや受け継いでいこ

うという思い」「指導者の先生方への感謝の思い」が

発表に表れたとてもよい演示でした。１・２年生も

上級生の頑張りをしっかりと受け止めていることが

分かる立派な態度でした。実際に見ていただいた指

導の先生方からは、「短時間でこんなに上手にできる

なんて…驚いた。」「みんな一生懸命で感動した…涙

が出るところでした。」という言葉をいただきました。

たかせっ子は、高瀬小学校の誇れる自慢であること

を再認識しました。ありがとうございました。（16 日

金曜日の ABS news every を見ていただけたでしょう

か。たかせっ子のキラキラがあふれていましたよね。）

羽後町の ALT として、高瀬小学校で外国語を教え

てくれているジェオナ先生の最後の授業が、２０日

（火）に行われました。教室の中は、いつものよう

に笑顔にあふれる楽しい授業でしたが、お別れも意

識してしまい寂しさも感じられました。アメリカ出

身のジェオナ先生は、羽後町に２年間勤務し、８月

からは神奈川県でお仕事をする予定だそうです。明

るく優しさいっぱいで子どもたちが大好きだったジ

ェオナ先生、本当にありがとうございました。



１学期の始業式の時に、こんなお話をしました。

…「みんなが笑顔で楽しい学校とするために、今年

度も「心ゆたかに たくましく かしこく成長する

『たかせの子』」を、ここにいるみんなの目標とした

いと思います。その目標を叶えるために、今年は…

「思いをカタチにする」ということを、キーワード

にしたいと思います。特に「カタチ」にしてもらい

たいものを、三つお話します。

①「周りの人を幸せにする」という思いを…「カタ

チ」にしてください。②「今年の目標・がんばるこ

と」という思いを…目に見えるように「カタチ」に

してください。③「みんなと仲良くしたい」という

思いを…元気なあいさつで「カタチ」してください。」

…ということをお話しました。覚えていますか？

１学期、皆さんの思いはカタチになったでしょう

か？先週の「夢キラ中間発表会」では、見ていただ

いた指導者の先生方から…「短時間で、こんなに上

手にできるなんて…驚いた！」「みんなが、一生懸命

で感動した」という言葉を、全ての方からいただき

ました。皆さんの「伝統芸能の大切さや、受け継い

でいきたいという思い」や、「指導者の先生方へ感謝

の気持ちを届けたい」という思いは、はっきりとカ

タチになっていたと実感しました。発表を見ている

１・２年生の皆さんも…頭がぐらぐら動くことなく、

立派な態度でした。お兄さん・お姉さんの頑張って

いる姿をしっかりと受け止めたいという思いがカタ

チになっていたと思います。皆さん、素晴らしい「思

いのカタチ」でした。この後は、個人的にはどうだ

ったかをじっくりと振り返って、２学期を迎えてほ

しいと思います。

皆さんが楽しみにしている夏休みが始まります。

夏休み中に気を付ける大切なことは、この後、担当

の先生からありますので、私からは、一つだけお話

したいと思います。それは、「夏休みだからできるこ

とをしてください。」ということです。本をたくさん

読む、自由研究に取り組む、体験活動に参加するな

ど…「これをやりました！」と自信をもって言える

夏にしてください。（突然ですが）皆さんは、柴田

亮君という埼玉県の小学校６年生が、夏休みの自由

研究で調べたことが、アメリカの有名雑誌に載った

という話を知っていましたか。国内にいるカブトム

シは、日が沈んだ後に、主に「クヌギ」という木に

飛んで来て、夜中の 2 時頃までの間に、一番集まり、

夜明けには飛び去って行くのだそうです。しかし柴

田君は、「シマトネリコ という植物に集まるカブト

ムシは、夜だけでなく、昼間も活動することを発見

した」というのです。発見を聞いた大人たちは…「小

学生にやられた」といった反応が多く、虫好きな人

たちを、ざわつかせたそうです。この発見の前には、

「そうなのかな」と何となく気づいていた人はいた

そうですが、観察・調査してデータにした人はいな

かったそうです。それを柴田君は、2019 年と 2020 年

の夏に、自宅の庭のシマトネリコに来るカブトムシ

校長あいさつ

８月１３日（金）

～１７日（火）

毎年、学校閉庁日は、

８月１３日～１５日の３日間ですが、今年は１４日

(土)１５日(日)であるために、１６日と１７日が振替

日となり、５日間の閉庁日となります。平日の３日間、

職員は夏季休暇を取ることになっておりますので、学

校には誰もおりません。ご了承ください。しかし、緊

急で学校に電話していただいた際は、小野詠子教頭に

転送され、用件をお聞きすることができますのでご安

心ください。【学校電話 ６７－２３２３】

の数を、1 日３～５回、１日も欠かさず、毎日数え

たそうです。その結果、夜が明け、完全に明るくな

っても多くのカブトムシが、シマトネリコで活動し

ていることが分かったそうです。観察・調査は、夜

中の１時から４時頃の記録も多く残っていたそうで

す。とっても頑張ったんですね。校長先生は、皆さ

んにも、こんなふうに自由研究を頑張ってください

と言いたいのではなく、「ふだん疑問に思っている

ことや、前からやってみたいなぁと思っていたこと

を、思い切ってこの夏休みにやってみてほしい」と

いうことです。「こんなことをした

よ！」という「夏休みの自信」を夏

休み明けに、校長先生に教えてくだ

さい。待ってます！ 【観察する 柴田亮さん】

限られた時間でありますが、今年も、教育相談を

実施させていただきます。１学期の子どもさんの様

子をご覧になっていて、気になっていることや心配

なこと、あるいは家でがんばっていること、やさし

いところを、担任の先生へ伝えていただければと思

います。２学期もまた子どもたちが楽

しい学校生活を送ることができますよ

う、よろしくお願いいたします。

１学期のご協
力、誠にありが
とうございまし
た。大きな事故

やトラブルもなく、１学期を終えることができまし
た。これは保護者の皆様と学校が、同一歩調で子ど
もたちの歩みを進めていることのあらわれと感謝い
たします。コロナウイルスに関する県の状況は微増
であり、オリンピック及び帰省者等の県外移動を考
えますと、今だ気を抜くわけにはいかない状況と考
えられます。２学期の始業式に５９名のたかせっ子
全員が、笑顔で安心して学校生活をスタートできま
すよう、何卒ご配慮をお願いいたします。
※「子どもが体調を著しく崩した」「家族で都心部

へ急遽行かなければいけなくなった」等がありま
したら、学校・学級担任へ連絡をお願いいたしま
す。２学期も何卒よろしくお願いいたします。


